
Figure 1. SAXS profiles and TEM images of 

neat PS-P4VP and the hybrids with various 

amount of CdSe. I2 staining was applied for 

neat PS-P4VP, whereas the hybrids were not 

stained. 
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[緒言] 高分子材料に対する高機能化要求に伴い、複合高分子が盛んに研

究されている。中でもブロック共重合体のナノ相分離構造中に金属化合物を

導入したナノハイブリッド 1)は新規機能性材料になるとして期待されている。本

研究では水素結合を利用してブロック共重合体と半導体ナノ粒子からなるハ

イブリッドを調製し、そのナノ相分離構造を観察した。 
 
 [ 実 験 ]  可 逆 的 付 加 開 裂 連 鎖 移 動 (RAFT) 重 合 に よ り

polystyrene-b-poly(4-vinyl pyridine) （PS-P4VP）（Mn = 79k,S = 0.66, 

Mw/Mn = 1.31）を合成した。また Cd2+、Se2-、そして 2-mercaptoethanolを含

む 水 溶 液 を 還 流 す る こ と に よ り

mercaptoethanol 被覆 CdSe ナノ粒子（平

均粒径：6.9 nm）を合成した。PS-P4VP と

CdSe ナノ粒子のそれぞれの DMF 溶液を

様々なブレンド比で混合後、溶媒キャスト、

熱アニールを施すことにより均一なナノハイ

ブリッド膜を得た。これに対して透過型電子

顕微鏡（ TEM ）観察、小角 X 線散乱

（SAXS）測定を用いてナノ粒子の分散状態

と凝集構造を評価した。 
 
[結果・考察] TEM観察と SAXS測定より、

全てのブレンド試料で広範囲にわたって均

一なナノ相分離構造形成を確認した。TEM

観察では、無染色でもコントラストのある規

則構造が見られたことから、水素結合によ

り P4VP 相に CdSe ナノ粒子が導入できた

ことが分かった。そして CdSe ナノ粒子の

添加量を増やすと、シリンダー構造からラ

メラ構造へと構造転移し、さらに添加量に

応じてラメラ構造のドメイン間隔も増大する

ことが明らかとなった。（Figure 1） 
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